
 

 

 

 原紙Ｂ九段が投下された後、広島や長崎では、放射能に汚染された雨＝「黒い雨」が降り注ぎました。その結果、直接的には被曝していない人たちが、黒い雨によって被曝をし、白血病その他で多くの人たちが市に、苦しんで

きました。それから７６年もたった現在、ようやく裁判所が、黒い雨で被曝した人たちも「被爆者」である以上は救済されるべきであるという判決を出しました。なんと７６年という恐ろしく長い年月が経った後のことです。こ

の国の裁判所がその責任を果たしてこなかったということは、これだけでもわかると思います。早く救済するべきなのですが、愚かな前菅総理は、広島の被曝者は救済するが、長崎の被爆者は救済しないと言っています。【下】

なんとまあ薄情な菅前総理です。菅に限らず、自民党政権は、もともとは自分たちと同じ政党の人たちが戦争を起こしてきたのに、その責任を取ろうとしないのです。「国益」だそうなのですが、この国の国益には、弱い立場の

人たちは含まれていないのでしょう（怒）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 09月 21日 第 35巻 24号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【上】【左】「核兵器禁止条約」にも「核兵器による先制攻撃禁止（条約）」にも安倍や高市や稲田などの自民党の右翼の政

治家は、受け入れようとしないのですからあきれ果てます。危機にさらされているのはあなた達の未来なのです。早くこの 

ような人たちを国会から追い出しましょう。 

また、２０２１年８月末にドローンによるアメリカの報復攻撃が誤爆で、たくさんのアフガニスタンの一般市民も殺害され

ました。９月１０日頃のニュースです。ロボット兵器の禁止をしないと、このような被害は、今後頻発するでしょう。

【下】 

【下】現在の防衛相は、こっそりと莫大な税金を使って、自衛隊の戦力

を強化し、沖縄の南には、いくつもの軍事施設をつくっています。習近

平さんが言っているように、「中国脅威論」は時代遅れなのです。中国

と仲よくしアメリカとも仲よくする以外に日本は生き残れないのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 

【下の２枚】２０２１年の９月１１日の「ニューヨークテロ」以降、２０年に及ぶアフガニスタン戦争

は、アメリカの敗北で終わりました。最近はいろいろなところで「ニューヨークテロは、アメリカが仕

組んだ、自作自演のテロであった」という見解が有力です。アメリカがサウジアラビアの高官と仕組ん

だものであるという説です。知っていましたか？ それでは誰が何のためにこのような恐ろしいことを

したのか想像できますか？それは「戦争をし続けていないと、爆弾や兵器が売れないので、わざと紛争

を起こして、ぼろ儲けをしている、アメリカを支配し、世界を支配している、大軍事企業」なのです。

軍事企業は「平和と自国の安全」などと嘯いているのですが、戦争をしないことが一番良いことはわか

り切っているのに、そんなきれいごとを言って、人びとの平和への願いを潰しているのです。 
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【上】【下】戦前の軍国主義者の言うことをそのまま受け入れて死ん

でいった「日本人脱走兵」の記事です。著名な漫画家の池田理代子

さんのお父さんも、そのうちの一人だったのでしょう。 


